
第 40回日本 TDM 学会・学術大会 

優秀演題賞受賞者 
 

 

■学生優秀演題賞（口演発表部門） 

・オレキシン受容体拮抗薬の UPLC/MS/MS定量法構築とヒト乳汁移行性評価への応用 

 石川 陽菜（北海道大学薬学部） 

 

 

■学生優秀演題賞（ポスター発表部門） 

・経腸栄養剤の 1週間連続投与がラットの血中フェニトイン濃度に与える影響 

 森田 剛生（大阪大谷大学薬学部） 

 

・メタボローム解析による organic anion transporting polypeptide 1B1 および 1B3活性

を反映する新規バイオマーカーの探索 

 根上 純（明治薬科大学） 

 

 

■若手優秀演題賞 

・アルブミン-ビリルビンスコアに着目した生体腎移植患者におけるエベロリムスの母集団

薬物動態解析 

 平井 利典（東京医科歯科大学病院） 

 

・タクロリムスの血液細胞への移行における細胞外タクロリムス結合タンパク質（FKBP）の

役割 

 吉川 直樹（宮崎大学医学部附属病院） 

 

・肝細胞癌患者における遊離型レンバチニブ濃度測定の臨床的意義 

 白岩 健（大分大学医学部附属病院） 

 

・母集団薬物動態/薬力学解析を用いた ESBL-E.coli 尿路感染症患者におけるセフメタゾー

ル投与法に関する検討 

 左髙 侑奈（岐阜県総合医療センター） 

 

・バンコマイシン投与早期の急性腎障害予測因子の探索と 2日目 AUCの閾値推定 

 飯田 萌子（名古屋市立大学病院） 

 

・治療抵抗性統合失調症治療薬クロザピンおよび活性代謝物の血中濃度と副作用の関連性 

 石川 修平（北海道大学病院） 


